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チーム学校は互いの声かけから!! ～当たり前の取組（その２）～

新年度が始まり２ヶ月が経とうとしています。各学校では、運動会や修学旅
行等、児童生徒の成長とともに教職員のチームワークを強化できる行事が続い
ています。このような機会をより有効なものにするために、互いの声かけを大
切にしていきましょう。
それにより、小さな変化に気づいたり、適切な対応につながったりします。

情報を共有しながら、当たり前のことを当たり前に実践していきましょう。

いい顔・いい声・いい心で 日々の教育活動の実践を!

◇互いの声かけで取り組んでいきたい４つの視点

１ 児童生徒の安心・安全を確保するために
・通学路の危険箇所の把握と見守り隊との連携を!
・児童生徒に危険から身を守る意識付けを！
・個の実態を踏まえた児童生徒指導を!
・定期的な点検を生かした適切な環境整備を!

２ 教職員の働き方を見直すために
・ムリ、ムダ、ムラを減らして、心の余裕を増やす取組を!
・報・連・相の原点は、明るい挨拶!
・目的と役割の明確化を!（行事や主任等）

３ 公明正大な学校であるために
・公金の扱いは一人に任せず、必ず二重、三重のチェックを!
・計画的な公金の執行を!（教材･教具等）

４ 継続的な実践を目指して
・情報モラル指導の取組
（「４つの大丈夫？」の活用。不用意な SNS利用の厳守等）

・エコプロジェクトの推進
（『節電・節水・節約』３Ｓ運動の活性化。）

～未然防止、早期対応の観点で、当たり前の取組を!!～

『節電、節水、節約』

下野市教職員の当たり前!! ３Ｓ運動推進中

小さなサインを見逃さず、早期発見・早期対応 下野市学校教育課

迅速な報告・連絡・相談を!! ℡ 0285-32-8918


